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ABSTRAK 

Recka Ananda Putri. 2021. Analisis Kode Nonverbal pada Komunikasi 

Interpersonal Antargender Penutur Jati Bahasa Jepang. Skripsi, Program Studi 

Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mendeskripsikan respon ketika pria dan wanita penutur 

jati bahasa Jepang melakukan komunikasi interpersonal yang terindikasi konflik 

dengan melihat dari kode-kode nonverbal serta fungsi dari nonverbal yang digunakan 

oleh komunikan yang terancam. Alasan dari pemilihan topik tersebut adalah karena 

pria dan wanita seringkali mengalami misscommunication ketika sedang 

berkomunikasi interpersonal yang menyebabkan timbulnya konflik antara pria dan 

wanita. Perbedaan gaya bahasa serta budaya gender menjadikan pria dan wanita 

rentan mengalami konflik interpersonal. Saling memahami kode nonverbal yang 

ditunjukan masing-masing komunikan menjadi cara agar terjalin komunikasi 

antargender yang lebih baik. Teori yang digunakan adalah teori 3F (freeze, flight, dan 

fight) dari Navarro (2008) dan teori fungsi nonverbal dari Ekman dan Friesen (1969). 

Metode yang digunakan dalam penelitian ini adalah metode simak catat dan dianalisis 

menggunakan teknik padan pragmatis. Hasil dari penelitian ini adalah pria yang 

merasa terancam oleh wanita lebih sering menggunakan respon melawan (fight), 

sedangkan wanita yang terancam oleh pria lebih sering menggunakan respon 

membeku (freeze). Pria menggunakan 16 gestur ketika merasa terancam, sedangkan 

wanita menggunakan 34 gestur ketika merasa terancam. Gestur menatap lawan bicara 

merupakan gestur yang paling sering digunakan oleh pria dan wanita. Pria 

menunjukan kode nonverbal sebanyak 7 kali, dengan kode nonverbal yang paling 

banyak ditunjukan adalah rasa tidak nyaman. Wanita menunjukan kode nonverbal 

sebanyak 18 kali dengan kode nonverbal yang paling banyak ditunjukan adalah rasa 

tidak nyaman, gugup dan khawatir, stress dan takut, kegugupan. Dalam komunikasi 

antargender ditemukan 9 fungsi nonverbal dengan repetisi yang menjadi fungsi 

nonverbal yang sering ditunjukan. Wanita lebih sering mendapatkan ancaman dari 

pria. Wanita lebih sering menggunakan komunikasi nonverbal. 

Kata kunci: komunikasi interpersonal, konflik, antargender, respon, nonverbal. 
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概要 

日本語母語話者の性別間の対人コミュニケーションに関する非言語コード分

析 

 

ジャカルタ国立大学日本語学科 

レカ･アナンダ･プテリ 

Reka17127@gmail.com 

 

1. はじめに 

 日 本 は 今 で も 高 い レ ベ ル の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン (high context 

communication)を利用している国であり、非言語的言語がより高く評価され

ている。非言語コミュニケーションの使用は、曖昧と沈黙のコミュニケーシ

ョン文化によってもサポートされている。日本では、コミュニケーションを

とる際に同じ視点を共有することが期待されることが多く、文化に精通して

いない人にとっては理解しにくいものである。したがって、文化の違いはコ

ミュニケーションの誤解を引き起こす要因である。 
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 ジェンダー文化はコミュニケーションにおいて役割を果たする。

Hermawati (2018) によって「ジェンダーは男性と女性に課せられる社会的に

形成された特性または行動である」と言われる。対人コミュニケーションで

は、男性はより男性的なコミュニケーションスタイルを使用し、女性はより

女性的なコミュニケーションスタイルを使用する。この言語スタイルの違い

のために、男性と女性はしばしば対人関係の葛藤を経験する。Nugroho

（2000）の研究は、男性と女性が対人対立の原因として「流暢でないコミュ

ニケーション」を選択したことを発見した。興味深いことに、男性と女性は、

対立に直面したときに対話者が示した非言語的な意味を理解してない。非言

語コミュニケーションの理解不足が問題になっている。 

 対人関係の葛藤を最小限に抑えるためには非言語の意味が必要である。

Navarro と Karlins （2008） によって「人間の生存を確保するために、大脳

辺縁系の脳はすべてのストレスと脅威に反応する。脅威からの自己防衛反応

は、応答 3F と呼ばれる。」と言われる。自己防衛の反応は、凍結（freeze）, 

逃走（flight）, 闘争（fight）である。自己防衛の反応は、非言語的形態と非

言語的機能を示している。 

 この研究の課題になったのは日本のドラマ「3 年 A 組」と「The Promised 

Land 」である。このストーリは心理的なドラマのジャンルであるため、性

別間の多くの対人対立がある。 

  この研究は以下の焦点を当てる： 
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1. 対人関係の葛藤に対処する際に男性と女性によって示される 3F の反応。 

2. 男性と女性がコミュニケーションで使用する非言語的ジェスチャーの形式。 

3. 非言語コミュニケーション機能。 

 

2. 研究方法 

1. 日本のドラマ「3 年 A 組」と映画「The Promised Land」で俳優が使

用した非言語的ジェスチャーの反応とコードを収集する。 

2. Navarro の理論を使用して、反応と非言語コードを識別および分析す

る。 

3. データ分析の結果から結論を導き出す。 

 

3. 研究結果と分析 

 日本のドラマ「3 年 A 組」と「The Promised Land」の映画では、対立を示

す性別間の 26 の対人コミュニケーションがある。対人コミュニケーションで

は、12 回の凍結、8 回の逃走、6 回の闘争がある。男性が使用する 16 の非言

語形式と、女性がコミュニケーションをとるときに使用する 34 の非言語形式

がある。そして、いくつかの非言語的機能、すなわち、1 つの補数関数、1 つ

の矛盾関数、4 つの繰り返し関数、2 つの置換関数、および 2 つの強調関数を

見つける。この調査におけるデータ分析の例は以下の通りである。 
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  データ (10) 

女性: ごしょ大学から、高くの報奨取ってますよね。今回のけんも大

臣頼みですよね。あなたは、生徒商品としてつかみてない。では、教

育機関に伝えます 

男性: そんなことしていいんですか。ベルムズ知ってるね。僕やまき

はら先生にたてつことどうなることやろう 

 上記のデータ(10)では、女性は犯罪を教育機関に報告することで男性を脅

迫していた。男性は戦う反応を示す。使用される非言語的な形式は、手を閉

じた親指、上げられた眉毛、眉をひそめている額、広い鼻孔, 他の人を見つ

めていることである。Navarro と Karlins (2008)によって「眉をひそめている

額は、人が不快な状況にあるが、自分自身を救うことができないときに見ら

れる。」と言われる。次は広い鼻孔ジェスチャーである。このジェスチャー

は、誰かが何かをしたり計画したりする意図があることを示している。示さ

れているジェスチャーの形式に基づいて、男性によって示されている非言語

的コードは「何かを計画している、または隠された意図」である。 
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  データ (23) 

女性: たけしと一緒にいました。一緒晩ご飯いつもはら早く食べてそ

れからたなさん所行きました  

男性: じゃ息子さんとずっと一緒。 

 上記のデータ(23)では、女性が警察に尋問されていて、警察からの質問に

脅かされていると感じた。女性はに沈黙反応を示す。示されている非言語的

形態は、唇をなめる、アイコンタクトを避ける、息を切れる、落ち着きのな

い指ことである。アイコンタクトを避けたり、息を切らしたりすることは、

緊張の一形態である。Navarro と Karlins (2008)によって「人がストレスを感

じると、口が乾くので、脳は舌で唇を濡らすことに反応する。誰かがこれを

示すと、それは彼が不快に感じることの肯定である」と言われる。非言語的

形式に基づいて、女性が示す非言語的コードは「彼女の嘘を隠すための緊張」

である。 

 

4. おわりに 

 本研究の結論は以下の通りまとめられる。 

1. 男性が脅威に直面したときに見つかった 7 つの反応があった。闘争

(Fight) は女性から脅迫を受けたときに男性が最も頻繁に使用する反
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応だ。闘争するときに男性が示すジェスチャーには 16 の形式があった。

最もよく使われるジェスチャーは、「他の人を見つめる」ことだ。 

2. 女性が脅威に直面したときに見つかった 18 の反応があった。凍結

(Freeze)は男性から脅迫を受けたときに女性が最も頻繁に使用する反応

だ。女性が示す 34 のジェスチャーがあった。最もよく使われるジェス

チャーは、「他の人を見つめる」ことだ。 

3. 性別間の対人コミュニケーションにおいて、9 つの非言語的機能が見

つかった。 

4. 女性は非言語的コミュニケーションをより頻繁に使用した。  
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